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《キーワード》

《子どもの発達をどのように支援するか》
・よき伴走者としての支援（個々のニーズに応じた支援）
・情報や指導方針の共通理解
・教職員、保護者、関係諸機関との密接な連携と協働
・個々に適したＩＣＴの活用

《何ができるようになるか【学校教育の基本】》
・学んだことを生活の中（社会の中）で生かすことが
できる

・学習の基となり汎用できる能力
・自己肯定感、自己有用感や当事者意識の高まり
・互いの納得解を見つけ出そうとする態度
・自己決定のできる力

《何が身についたのか【学習評価による学習
指導の改善】》

・当事者意識をもった学習の取組
（主体的・目的意識等）

・振り返りと自己調整力
・対話を通して課題解決に向かう力
・PDCAサイクル等による教育課程等の改善

子どもが互いに学び合い 高め合う教育の推進

〔安心・安全かつ信頼される学校〕
・安全、安心な居場所づくり
・いじめ防止基本方針の完全実施
・防災に関する活動の実施
・保護者や関係機関、地域と連携した安全対策

〔開かれた学校づくり〕
・参観日や行事等を通した家庭、地域との密接な
連携

・学校運営協議会による地域との連携
・保育所、町内小中学校、町外へき地校との連携

心身ともに健やかで 明るくかしこい子どもを育てる

重点教育目標

《何を学ぶのか【教育課程の編成】》
・個々の児童が確かな学力を身に付けるための「社会
に開かれた教育課程」の作成の実施

・様々な活動での体験、チャレンジ等のできる学びの
工夫
・地域人材等教育資源を活用した授業
・適切なカリキュラムマネジメントの実施

《どのように学ぶのか【教育課程の実際】》
・学習の当事者意識をもって学ぶことができる授業
の展開

・「主体的、対話的で深い学び」の実現にむけた授業
への工夫

・ユニバーサルデザイン化
・個別最適な学び、協働的な学びの実現

《目指す学校像》
子どもたちの笑顔あ
ふれる学校

《目指す教師像》
プロ意識を持ち続け
る教師

《実現するために何が必要か【指導体制の充実、家庭・地域との連携、協働】》
・校内外の研修の充実による教師力の向上 ・１５の春を考えた教育活動
・全教職員が全児童の担任としての意識をもった体制の充実
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